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一
日
で
も
早
い
安
心
で
き
る
生
活
を

情
報
の
ア
ピ
ー
ル
を
積
極
的
に

菊
地
　
正
彦 

さ
ん

新
し
い
未
来
志
向
の
町
づ
く
り
を

農
地
の
再
生
と
労
働
力
の
確
保
を

髙
城
　
美
穂 

さ
ん

浅
川
　
淳
一 

さ
ん

我
妻
　
友
絵 

さ
ん

今後の
亘理町に
望むこと



︿
仮
設
住
宅
﹀

佐
藤
ア
ヤ
議
員　

仮
設
住
宅

が
あ
る
公
共
ゾ
ー
ン
の
盛
土

工
事
の
内
容
は
。

都
市
建
設
課
長　
現
在
、
仮

設
住
宅
の
駐
車
場
は
一
戸
一

台
で
は
不
足
し
て
い
る
た
め
、

１
８
０
台
分
の
駐
車
場
を
確

保
す
る
も
の
で
す
。

︿
ガ
レ
キ
処
理
﹀

山
本
久
人
議
員　

ガ
レ
キ
の

第
二
次
処
理
場
建
設
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
民
生
活
課
長　
宮
城
県
に

対
し
て
亘
理
町
に
も
第
二
次

処
理
焼
却
炉
の
建
設
を
要
望

し
て
い
ま
す
。
県
で
は
吉
田

浜
地
域
に
仮
設
の
焼
却
施
設

整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

産
業
観
光
課
長　
現
在
71
名

を
雇
用
し
て
い
ま
す
。失
業
者

等
の
実
態
は
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
が
、必
要
人
数
に
応
じ
て

随
時
雇
用
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
や
漁
業
の
方
々
に
つ

い
て
は
経
営
再
建
事
業
等
で

収
入
を
確
保
す
る
よ
う
従
事

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

︿
産
業
問
題
﹀

安
細
隆
之
議
員　

被
災
農
家

経
営
支
援
事
業
７
億
８
７
７

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、

農
地
の
ガ
レ
キ
撤
去
作
業
は

耕
作
者
ま
た
は
若
く
て
時
間

の
あ
る
方
々
に
従
事
さ
せ
た

ほ
う
が
効
率
的
で
は
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長　
作
業
は
常

磐
自
動
車
道
の
西
側
農
地
の

草
刈
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
多
く
の
農
家

の
方
々
に
従
事
し
て
い
た
だ

き
、
均
等
収
入
の
確
保
を
目

的
と
し
て
お
り
、
今
回
は
約

１
５
０
０
人
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

︿
雇
用
問
題
﹀

鞠
子
幸
則
議
員　

津
波
で
農

地
や
船
、
職
場
を
失
っ
た

方
々
を
調
査
し
、
臨
時
職
員

と
し
て
雇
用
す
る
今
後
の
計

画
の
見
通
し
は
。

︿
ス
ク
ー
ル
バ
ス
﹀

佐
藤
ア
ヤ
議
員　

ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
利
用
は
有
料
な
の

か
。
運
行
経
路
に
な
い
地
域

か
ら
の
通
学
児
童
の
対
応
は

学
務
課
長　
６
月
１
日
か
ら

無
料
で
運
行
し
ま
す
。
路
線

は
３
コ
ー
ス
で
朝
夕
２
回
、

仮
設
住
宅
す
べ
て
を
網
羅
し

た
経
路
で
対
応
し
ま
す
。

町
外
に
避
難
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
除
き
ま
す
。

︿
道
路
の
修
繕
﹀

安
藤
美
重
子
議
員　

道
路
の

陥
没
や
亀
裂
が
多
々
あ
る
。

応
急
処
置
後
は
ど
の
よ
う
に

修
繕
舗
装
し
て
い
く
の
か
。

都
市
建
設
課
長　
常
磐
自
動

車
道
の
西
側
に
つ
い
て
宮
城

県
に
被
害
調
査
の
委
託
を
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
復
旧
に

つ
い
て
は
国
か
ら
３
分
の
２

の
補
助
を
受
け
て
事
業
化
し
、

災
害
査
定
、
実
施
設
計
を
経

て
発
注
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
相
当
な
被
害
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
す
べ
て
の

被
害
額
を
把
握
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
の
調
査
に
よ

り
被
害
額
が
確
定
し
ま
し
た

ら
補
正
予
算
で
対
応
し
ま
す
。

は
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
支

援
物
資
は
届
い
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
今
の
と
こ
ろ
他

市
町
に
移
ら
れ
た
方
に
つ
い

て
は
把
握
し
き
れ
て
い
ま
せ

ん
。
現
在
、
区
長
さ
ん
に
調

査
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
全
員
に
つ
い
て
は
難
し

い
状
況
で
す
。

移
転
先
に
支
援
物
資
を
届

け
る
こ
と
も
困
難
な
状
況
で

す
。

事
故
に
よ
る
放
射
線
の
問
題

が
あ
る
。
亘
理
町
で
は
な
ぜ

測
定
し
な
い
の
か
。
風
向
き

に
よ
っ
て
も
変
わ
り
、
早
急

に
測
定
を
行
い
、
町
民
に
測

定
値
を
公
表
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

総
務
課
長　
本
町
で
は
亘
理

消
防
署
付
近
で
移
動
式
の
測

定
器
に
よ
り
高
さ
１
ｍ
の
地

点
で
測
定
し
て
い
ま
す
。
河

北
新
報
に
は
亘
理
町
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

︿
避
難
住
民
の
把
握
﹀

島
田
金
一
議
員　

被
災
者
の

追
跡
調
査
に
お
い
て
、
他
市

町
の
親
戚
や
兄
弟
等
の
家
に

避
難
し
て
い
る
方
々
の
把
握

︿
役
場
庁
舎
﹀

鈴
木
高
行
議
員　

役
場
の

プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
で
何
年
町
民

サ
ー
ビ
ス
を
す
る
予
定
な
の

か
。佐
藤
記
念
体
育
館
の
フ
ロ

ア
ー
に
役
場
機
能
を
移
転
し

た
ほ
う
が
町
民
は
便
利
で
あ

り
、職
員
も
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
と
思
う
が
。

副
町
長　
現
在
、
復
旧
・
復

興
が
第
一
義
と
考
え
て
い
ま

す
。
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
は
２
、

３
年
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

復
旧
の
度
合
い
を
見
な
が
ら

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
方
に
も
不
便
を
か
け

ま
す
が
辛
抱
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

︿
放
射
線
問
題
﹀

小
野
一
雄
議
員　

福
島
原
発

５
月
臨
時
会　

東
日
本
大
震
災
復
興
経
費
等

55
億
６
０
６
９
万
円
を
承
認
・
可
決

６
月
定
例
会

事
業
見
直
し
に
よ
り
復
興
財
源
確
保

41
億
５
８
７
５
万
円
を
追
加

震災復興に向けて
６月補正後復興予算

総額97億1,944万円

平
成
₂₃
年
度
亘
理
町
各
種
会
計
当
初
予
算
は
、
３
月
₁₁
日
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
人
命
救
助
等
を
第
一
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
か
ら
、
３
月
₃₁
日
町
長
の
専
決
処
分
と
な
り
ま
し
た
。

各
種
当
初
予
算
及
び
大
震
災
復
興
経
費
に
か
か
る
補
正
予
算
は
、
第
₃₂
回
５
月
臨
時
会
（
５
月
₂₅
日
）
並
び
に

第
₃₃
回
６
月
定
例
会
（
６
月
₂₄
日
か
ら
₃₀
日
）
に
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
賛
成
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇平成23年度５月補正予算　主な復興対策
・災害ガレキ等撤去経費 34億4,420万円
・災害弔慰金、災害障害見舞金 10億4,875万円
・住宅応急修理経費 3億6,400万円
・災害援護資金貸付 8,000万円
・避難所経費 7,885万円
・庁舎管理経費（仮庁舎プレハブリース等） 3,281万円

◇平成23年度６月補正予算　主な復興対策
・公共土木施設災害復旧費 25億8,150万円
・被災農家経営再開支援事業費 7億8,770万円
・災害ガレキ等撤去経費 1億7,346万円
・農業施設災害復旧費 1億1,352万円
・震災復興基金積立金 1億 464万円

● 

専
決
処
分 

●

地
方
自
治
法
第
１７９
条

議
会
が
議
決
す
べ
き

事
項
を
や
む
を
得
な
い

場
合
に
町
長
が
議
会
に

代
わ
り
決
定
す
る
こ
と
。 役場機能は仮庁舎プレハブへ

復旧復興対策復旧復興対策
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平
成
23
年
6
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め

齋
藤
　
　
功 

氏（
柴
町
）

を
再
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

�

（
６
月
定
例
会
）

代
表
監
査
委
員

教
育
委
員
会
委
員

人
権
擁
護
委
員

平
成
23
年
５
月
31
日
を

も
っ
て
１
名
の
委
員
が
退
任

と
な
る
た
め

佐
藤
　
正
行 

氏（
森
房
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

�

（
５
月
臨
時
会
）

平
成
23
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
２
名
の
委
員
が
任
期

満
了
と
な
る
た
め

吉
田
　
征
悦 

氏（
三
丁
目
）

武
藤
　
育
子 

氏（
旭
台
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

�

（
６
月
定
例
会
）

鞠
子
幸
則
議
員　

こ
の
基
金

は
い
つ
ま
で
設
け
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
今
後
の
復

興
計
画
に
も
よ
り
ま
す
が
、

最
終
的
に
10
年
後
ぐ
ら
い
を

目
標
に
、
お
お
む
ね
復
興
が

終
わ
る
時
点
で
廃
止
し
ま
す
。

員
報
酬
を
10
％
削
減
し
、
災

害
復
旧
費
の
一
部
に
充
て
る

も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

提
案
理
由　
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
全
国
の
方
々
か
ら
多

く
の
震
災
復
興
寄
附
金
を
い

た
だ
き
、
寄
附
金
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
に
新
た
に
震

災
復
興
基
金
を
創
設
す
る
も

の
で
す
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

議
員
提
案　
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
亘
理
町
は
多
く
の

死
者
・
行
方
不
明
者
と
、
家

屋
・
道
路
・
鉄
道
な
ど
の
地

域
社
会
基
盤
に
未
曾
有
の
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

亘
理
町
議
会
は
災
害
か
ら

の
復
興
と
一
日
で
も
早
い
町

民
生
活
の
安
定
が
最
優
先
課

題
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、

議
員
が
定
例
会
等
に
出
席
し

た
と
き
の
費
用
弁
償
を
廃
止

す
る
と
と
も
に
在
任
中
の
議

保
険
税
を
算
出
す
る
場
合
の

固
定
資
産
税
の
資
産
割
の
取

り
扱
い
は
、減
額
さ
れ
る
前
の

税
額
で
判
定
す
る
の
か
、減
額

さ
れ
た
額
で
判
定
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
資
産
割
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
２
種

類
あ
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

の
場
合
は
初
め
か
ら
課
税
が

な
い
も
の
と
し
て
計
算
し
ま

す
が
、
課
税
減
免
の
場
合
は

資
産
割
を
含
め
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
条
例
を
適
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鞠
子
幸
則
議
員　

国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
は
、
家
屋
が

半
壊
で
あ
っ
て
も
生
計
維
持

者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
全

額
減
免
と
な
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
全
額
減
免

と
な
り
ま
す
。

鈴
木
高
行
議
員　

固
定
資
産

税
を
減
免
す
る
場
合
の
用
地

の
被
害
程
度
の
基
準
は
。

税
務
課
長　
建
物
の
有
無
に

関
係
な
く
、
宅
地
・
農
地
と

も
津
波
の
浸
水
被
害
区
域
が

全
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

鈴
木
高
行
議
員　

国
民
健
康

提
案
理
由　
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
町
民
税
、
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
及
び
国

民
健
康
保
険
税
に
係
る
減
税

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

企
画
財
政
課
長　
未
曾
有
の

災
害
で
あ
り
、
国
が
全
額
負

担
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
国
に
根
強
く
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

島
田
金
一
議
員　

ガ
レ
キ
焼

却
処
分
の
計
画
は
。

町
民
生
活
課
長　
４
月
15
日

の
段
階
で
は
２
市
２
町
分
を

３
基
の
施
設
で
焼
却
す
る
計

画
で
す
が
、
今
後
県
と
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

島
田
金
一
議
員　

県
の
処
分

計
画
の
３
年
で
は
被
災
さ
れ

た
方
々
の
復
興
に
対
す
る
意

欲
が
失
わ
れ
る
。
焼
却
処
分

だ
け
で
も
早
く
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

都
市
建
設
課
長　
町
単
独
で

二
次
処
理
が
で
き
る
か
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

円
、
団
員
本
人
が
被
災
し
な

が
ら
同
様
の
活
動
を
行
っ
た

場
合
に
一
回
５
０
０
０
円
を

費
用
弁
償
（
出
動
手
当
）
と

し
て
支
給
す
る
こ
と
を
追
加

し
た
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

提
案
理
由　
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
ガ
レ
キ
等
廃
棄
物
の

適
正
な
分
別
・
保
管
・
収

集
・
運
搬
・
再
生
・
処
分
等

を
行
う
た
め
宮
城
県
に
委
託

し
た
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

鞠
子
幸
則
議
員　

廃
棄
物
経

費
の
負
担
割
合
は
国
の
補
助

金
が
90
％
、
町
の
借
入
金
が

10
％
で
あ
る
。
大
震
災
で
あ

り
本
来
国
が
全
額
補
助
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

鈴
木
高
行
議
員　

震
災
復
興

会
議
等
速
さ
を
持
っ
て
対
応

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
防
潮
堤
の
高
さ
、
集

団
移
転
先
の
場
所
、
農
地
・

商
業
地
、
区
画
整
理
事
業
等

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

学
識
経
験
者
の
知
識
を
十

分
取
り
入
れ
、
住
民
の
方
々

の
意
向
を
持
っ
て
総
合
的
基

本
計
画
を
つ
く
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

提
案
理
由　
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
を
推
進
し
、
震

災
復
興
の
総
括
・
企
画
立

案
・
調
整
機
能
を
行
う
「
震

災
復
興
推
進
課
」
を
６
月
１

日
か
ら
設
置
す
る
た
め
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

鞠
子
幸
則
議
員　

町
震
災
復

興
計
画
策
定
の
ほ
か
に
被
災

者
が
再
出
発
で
き
る
生
活
基

盤
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　
復
興
計
画
と
あ

わ
せ
て
生
活
支
援
等
の
後
押

し
を
す
る
計
画
の
予
定
は
あ

り
ま
す
。

安
細
隆
之
議
員　

復
興
基
本

方
針
と
復
興
計
画
の
策
定
時

期
は
。

企
画
財
政
課
長　
復
興
基
本

方
針
は
素
案
を
検
討
し
な
が

ら
９
月
、
復
興
計
画
に
つ
い

て
は
年
内
12
月
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

５月臨時会及び６月定例会では条例の
改正・廃止など46件をそれぞれ原案のと
おり承認・可決しました。
提案された主な議案等は、次のとおり

です。

提
案
理
由　
今
回
の
東
日
本

大
震
災
に
お
け
る
消
防
団
員

の
捜
索
活
動
等
に
つ
い
て
、

今
後
も
同
様
の
体
制
を
と
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
長
期
に
わ
た
る
災

害
防
除
、
警
戒
、
捜
索
の
場

合
に
一
回
に
つ
き
３
５
０
０

大
震
災
か
ら
の
復
興
を
推
進

「
震
災
復
興
推
進
課
」
を
新
設

消
防
団
員
の

災
害
時
活
動
を
支
援

復
興
施
策
の
充
実
へ

震
災
復
興
基
金
を
創
設

復
興
財
源
へ

議
員
報
酬
等
を
削
減

災害等廃棄物処理事務を
宮城県に委託

被災者の負担軽減を
町税等を減免

行政報告を行う齋藤町長（６月定例会）

現在９人体制の震災復興推進課一日でも早い生活基盤の安定を

自ら議員報酬等を削減

ガレキが集積されている荒浜地区

議 案 審 議 議 案 審 議
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て
い
ま
す
が
、
現
在｢

建
築

制
限
の
特
例
に
関
す
る
法
律

｣

の
規
定
に
よ
り
、
建
築
制

限
区
域
を
設
定
す
る
方
向
で

県
と
協
議
し
手
続
き
を
進
め

て
い
ま
す
。

同
法
に
基
づ
き
建
築
制
限

を
行
い
ま
す
と
、
３
月
11
日

か
ら
９
月
11
日
ま
で
の
期

間
、
指
定
区
域
内
で
は
居
住

の
建
物
は
原
則
、
新
築
・
増

築
・
改
築
は
で
き
な
く
な
り

ま
す
が
、
修
繕
・
修
復
や
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
は
制
限
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
災

害
防
止
協
議
会
に
も
お
願
い

し
て
、
土
砂
の
排
除
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　

事
業
者
や
工
場
を
失
っ

た
被
災
者
に
町
有
地
を
無
償

で
貸
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
商
工
会
と
連
携
し
、

出
店
希
望
者
を
３
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
漁
港
内
、
新
御
狩

屋
、
公
共
ゾ
ー
ン
に
仮
設
店

舗
設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

せ
、
荒
浜
、
吉
田
地
区
に
つ

い
て
は
道
路
網
の
拡
張
、
新

た
な
道
路
網
の
新
設
、
東
西

線
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
復

興
会
議
、
あ
る
い
は
計
画
の

中
で
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

問　

危
険
区
域
に
お
け
る
家

屋
の
新
築
、
修
繕
の
対
応
は

ど
う
な
る
の
か
。

町
長　
床
上
ま
で
浸
水
し
た

区
域
を
危
険
区
域
に
設
定
し

定
は
あ
る
か
。

町
長　
慎
重
に
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問　

洪
水
対
策
に
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

町
長　
排
水
機
場
の
修
復
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問　

側
溝
清
掃
に
か
け

る
人
数
を
増
や
さ
な
い
と
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
６
月
か
ら
２
チ
ー
ム

問　

避
難
道
路
の
確
保
と
拡

充
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

町
長　
ま
ち
づ
く
り
と
合
わ

問　

防
災
無
線
に
対
す
る
町

民
の
不
満
が
多
く
、
平
成
20

年
に
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
を

提
案
し
た
が
、
今
後
導
入
予

問
題
は
大
事
で
す
。
鳥
の
海

を
は
さ
ん
で
農
業
、水
産
業
、

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
と
十
分
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

復
興
計
画
を
策
定
す
る
復

興
会
議
は
、
４
名
の
学
識
経

験
者
の
ほ
か
産
業
関
係
者
、

被
災
者
代
表
、
議
員
な
ど
18

名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
復

興
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
地
元
優
先
の
考
え
方
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

復
興
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
次
の
２
つ
を
堅
持
し

て
は
ど
う
か
。

①�

被
災
者
が
再
出
発
で
き
る

生
活
基
盤
を
回
復
す
る
こ

と
。

②�

住
民
合
意
を
尊
重
し
、
上

か
ら
の
押

し
付
け
を

行
わ
な
い

こ
と
。

町
長　
被
災

さ
れ
た
方
々

が
、
一
日
も

早
く
再
出
発

さ
れ
る
こ
と

が
、
最
も
希

望
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の

た
め
に
は
職

業
、
雇
用
の

問　

常
磐
自
動
車
道
を
一
時

避
難
場
所
に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東

日
本
に
求
め
て
は
ど
う
か
。

町
長　
現
在
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

東
日
本
と
協
議
中
で
す
。

問　

住
宅
全
壊
の
方
の
固
定

資
産
・
都
市
計
画
税
を
減
免

し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
今
回
の
議
案
で
手
続

き
を
行
い
ま
す
。

等
建
設
計
画)

は
、
時
期
を

別
に
し
て
予
定
通
り
か
。
宅

地
に
転
換
し
て
、
被
災
者
に

分
譲
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
時
期
は
遅
れ
る
が
予

定
通
り
。移
転
先
等
被
災
者

対
象
に
意
向
調
査
を
実
施・検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

｢

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海｣

の
営
業
再
開
は
可
能
か
。

町
長　
時
期
を
見
て
再
興
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

震
災
後
の
復
興
構
想
を

早
急
に
策
定
し
、
公
表
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　
基
本
方
針
は
９
月
頃

ま
で
、
復
興
計
画
は
12
月
ま

で
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

公
共
ゾ
ー
ン(
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
役
場
新
庁
舎

問　

町
で
策
定
し
た
「
防
災

マ
ッ
プ
」
は
、
ど
の
程
度
の

災
害
を
想
定
し
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
た
か
。

ま
た
、
想
定
外
の
災
害
に
ど

う
備
え
て
い
た
の
か
の
両
面

か
ら
、
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
自
然
災

問　

現
在
、
被
災
者
の
仮
設

住
宅
、
賃
貸
契
約
住
宅
、
親

戚
等
間
借
り
、
そ
の
他
の
状

況
を
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
仮
設
住
宅
は
１
１
２

問　

震
災
被
災
者
が
特
に
望

ん
で
い
る
の
は
、
住
環
境
の

整
備
、
住
宅
地
の
確
保
、
家

屋
の
再
建
で
す
。
こ
の
こ
と

を
復
興
の
最
優
先
課
題
と
し

害
に
よ
る
被
害
を
予
測
し
、

そ
の
被
害
範
囲
を
地
図
化
し

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直

し
は
早
急
に
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
長　
亘
理
町
の
防
災
マ
ッ

プ
は
、
平
成
16
年
11
月
に
作

成
し
、
全
戸
に
配
布
し
て
い

ま
す
。
そ
の
際
の
津
波
被
害

想
定
は
、
宮
城
県
が
公
表
し

て
い
ま
し
た
宮
城
県
沖
地
震

６
戸
の
建
設
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
入
居
済
み
が
８
５

２
世
帯
、
約
２
９
０
０
人
が

入
居
し
、
７
月
中
旬
ま
で
に

１
７
３
世
帯
が
入
居
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
賃

貸
契
約
住
宅
に
つ
い
て
は
、

６
月
23
日
現
在
で
、
５
５
２

世
帯
が
入
居
済
み
で
す
。
親

戚
等
に
避
難
し
て
い
る
人
は

５
月
10
日
時
点
で
２
４
７
世

帯
と
把
握
し
て
い
ま
す
。
ま

て
、
土
地
利
用
計
画
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
津
波
被
害
を
受
け
た

地
域
の
原
形
復
旧
は
現
時
点

で
は
不
可
能
だ
と
思
い
ま

す
。
中
長
期
的
な
視
点
で
全

体
構
想
を
新
た
に
再
構
築

し
、
町
の
再
生
を
考
え
て
い

ま
す
。

再
質
問　

被
災
者
は
町
が
何

ら
か
の
復
興
方
針
を
示
さ
な

い
の
で
、
建
物
の
建
築
、
修

に
お
け
る
津
波
３
ｍ
が
対
象

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
津
波
は
そ
の
想
定
を
は

る
か
に
超
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
防

災
マ
ッ
プ
も
地
域
防
災
計
画

同
様
、
大
幅
な
見
直
し
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
復
興

計
画
等
が
で
き
次
第
、
内
容

を
検
討
し
た
上
で
早
急
に
見

直
し
を
図
り
ま
す
。

だ
全
世
帯
の
把
握
が
し
き
れ

な
い
状
況
で
す
。
今
後
、
町

内
・
町
外
の
被
災
者
に
住
宅

購
入
等
追
跡
調
査
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

自
治
会
組
織
を
立
ち
上

げ
、
仮
設
住
宅
生
活
の
充

実
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
は
。

町
長　
仮
設
住
宅
は
５
カ
所

に
分
散
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
入
居
者
の
声
を
聴
い
て
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

繕
に
つ
い
て
現
在
地
に
可
能

か
ど
う
か
、
危
険
な
の
で
移

動
し
た
ほ
う
が
よ
い
か
等
非

常
に
迷
っ
て
い
る
。
町
で

は
、
復
興
計
画
の
中
で
住
居

地
域
を
含
め
た
土
地
利
用
計

画
を
い
つ
ま
で
に
示
す
の

か
。

町
長　
町
の
復
興
計
画
の
基

本
方
針
の
素
案
を
７
月
の
復

興
会
議
ま
で
に
示
し
、
会
議

の
中
で
全
体
構
想
を
定
め
て

い
た
だ
き
、
町
の
復
興
本
部

に
よ
っ
て
復
興
計
画
を
12
月

ま
で
に
策
定
し
ま
す
。

６月定例会では７人の議員が一般質問を行い、町の考え
を質

た だ

しました。
主な内容について掲載します。

震
災
後
の
復
興
構
想
を
早
急
に
策
定
を

早
急
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を

生
活
基
盤
の
回
復
を

仮
設
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
は

住
環
境
の
整
備
方
針
を
早
期
に
示
せ

避
難
道
路
の
確
保
と
拡
充
は

事
業
者
へ
の
町
有
地
無
償
貸
与
を

「
基
本
方
針
は
９
月
、復
興
計
画
は
12
月
」

「
復
興
計
画
が
出
来
次
第
」

「
職
業
、雇
用
が
大
事
」

「
入
居
者
の
声
を
聞
い
て
支
援
す
る
」

「
復
興
会
議
に
提
示
し
、構
想
検
討
」

「
東
西
線
や
新
た
な
道
路
網
を
策
定
」

「
３
グ
ル
ー
プ
で
検
討
」

高野　　進　議員

鞠子　幸則　議員

佐藤　アヤ　議員

島田　金一　議員

鈴木　高行　議員

小野　一雄　議員

山本　久人　議員

６月22日に開催された第１回亘理町震災復興会議

一 般 質 問 一 般 質 問
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議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
‼
　
次
の
定
例
会
は
９
月
８
日
か
ら
の
予
定
で
す

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

編
集
後
記

議会に関する詳しい内容は亘理町のホームページからもご覧になれます。

http://www.town.watari.miyagi.jp/

陳情・要望書

意
見
交
換
会
を
開
催

町
民
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に

震災復興に向けて
を設置を設置「大震災復興支援特別委員会」

被災者等の救援救護及び今後の震災復興に期するため「大震災復興支援特別委員会」を設置し、
被災した方々の現状等を調査するため、荒浜・吉田地区の行政区長さんと意見交換会を開催し
ました。行政区長さんのご意見や要望等は、議会を通じて町復興計画に反映させていきます。

防潮堤の仮復旧が進む荒浜海岸 避難所生活から仮設住宅生活へ

この広報誌は、
米ぬか油を使用した環境
配慮型「ライスインキ」で
印刷しています。


